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	製品名: PPM1Aマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質ホスファターゼのPP2Cファミリーのメンバーです。PP2Cファミリーのメンバーは、細胞ストレス応答経路の負の調節因子として知られています。このホスファターゼは、MAPキナーゼおよびMAPキナーゼキナーゼを脱リン酸化して、その活性を負に制御します。環境ストレスによって誘導されるp38およびJNKキナーゼカスケードの活性化を阻害することが示されている。このホスファターゼはサイクリン依存性キナーゼも脱リン酸化できるため、細胞周期制御に関与している可能性があります。このホスファターゼの過剰発現は、腫瘍抑制遺伝子TP53/p53の発現を活性化し、G2/M細胞周期停止およびアポトーシスを引き起こすことが報告されています。異なるアイソフォームをコードする3つの選択的スプライシング転写バリアントが記載されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PPM1AマウスmAbを用いたJurkat (1)、Jurkat (2)、A431 (3)、HeLa (4)、HEK293 (5)、Raji (6)、MCF-7 (7)、およびCOS7 (8)細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	PPM1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

